
村人たちのチャレンジ 

未来のいのちを育む森づくり 
～ フィリピン・ルボ村鉱山跡地をふるさとの森へ ～ 

 

  

ご寄付のお願い 
Request for donations 



■ルボ村について 

この村はマニラ国際空港から車で９時間も

かかる標高 1,800 ㍍程の山間部にあります。

この村は 1980 年以前、外国企業による銅の

露天掘りが行われていましたが、翌年の 1981

年には採掘が中止となり、直径数百㍍程の

汚染物質の混じる湖に変わり果てました。湖

の周囲は土砂崩れや地面の陥没が起きてい

ますが、海外企業は放置したままです。 

追い出された村人は村に戻ったものの、土

地の賃貸料未回収、跡地の農地への転用もできません。そのルボ村で、村民は現地 NGO

の支援を受けて鉱山開発跡地でのふるさとの木による森づくりを始めました。荒廃地植生回

復・森林再生に尽力し、“いのち”を守るために植林を行っています。 

 

 

 ルボ村の暮らしは、猫の額ほどの畑で作った

ハヤトウリの小売り、全ての家で飼っているニワ

トリの販売等で、日本円で月 4〜５千円程の収

入をえて、主食の米などを買っています。視察

した時には、我々が昼食を用意すると村人が

集って、森づくりの話し合い等の楽しい時間が

過ぎていきました。 

 

 

日本の段々畑のような自給自作の暮らしですが、昨年、州のアドバイスを受けて、村人は

その畑を豊かにする“いのちの森づくり”に着手しました。その第一歩として、「ベンゲット州ギブ

ンガン郡ルボ村鉱山開発跡地での荒廃地植生回復・森林再生のモデル」事業となり、現

地 NGO、専門家、行政などと連携を図り、村人が組織したルボプロパー環境修復団体

（LPRO）が推進していくことになりました。 

 この度、ベンゲット州ギブンガン郡ルボ村鉱山開発跡地での荒廃地植生回復・森林再

生のモデル例を成功させるプロジェクトを支援することにしました。 

 

 

 

 

湖 に な っ た 鉱 山 跡 地 



■森びととルボ村 

昨年（2016 年）7 月、NPO 法人森びとプロジェクト委員会（以下森びと）は、認定 NPO 法

人 WE21 ジャパンとともに、ルボ村村長、ベンゲット州森林官たちを足尾に招き、“ふるさとの

木による命の森づくり”のノウハウをレクチャーしました。その後、今年 1 月には当委員会理事

とスタッフをルボ村に派遣し、現地の村人の暮らしと森づくりの熱意とモデル地域を視察して

きました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

■寄付のお願いと使いみち 

ベンゲット州ギブンガン郡ルボ村鉱山開発跡地での荒廃地植生回復・森林再生のモデ

ルを成功させるため、フィリピン・ルボ村鉱山開発跡地における荒廃地植生回復・森林再生

事業支援の趣旨にご賛同いただき、寄付にご協力をお願い申し上げます。 

 なお、支援金の使途は、ルボプロパー環境修復団体（LPRO）を通じて、森林再生に必要

な道具類の購入や村民の森づくりで供される食材購入費に充てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植樹活動で必要な道具類 

ルボプロパー 

環境修復団体

（LPRO） 

植樹活動で供される食材 

２０１６年７月 

足尾研修 

竹による土留めの実習 

２０１７年１１月 

ルボ村現地 

完成した苗床（右下）             

竹による土留め（左上下） 

皆様から頂いたご寄付 

Ashio speace 



■森びとプロジェクト委員会とは？ 

 

当委員会は、地球温暖化防止を目的に、栃木県

足尾・岩手県松尾の荒廃地で植樹を中心に活動して

いる環境団体です。森づくりを通じて「自然環境と人間

の命を大切にする心を育む」人づくりに力を入れていま

す。福島県南相馬市鎮魂復興市民植樹祭にも全面

的に応援、協力しています。 

 

■寄付の方法について 

1. 郵便振込の場合 

  

  

 青色の「払込取扱票」をお使いください。 

 ご依頼人欄に、お名前、ご住所、お電話番号を記載してください。 

2. 郵便振込以外の場合 

下記の内容をご指定ください。 

 

口 座 番 号 ００１３０−５−３２４６８９ 

加 入 者 名 NPO森びとフィリピンルボ村募金事務局 

店名（店番） 預金種目 口座番号 

〇一九（ゼロイチキュウ）店（019） 当座 ０３２４６８９ 

★WE２１からのメッセージ 

 「WE21ジャパン」には、「21世紀に生きる日本の人びとが、アジアに生きる人びと

と連帯しながら平和を築いていきたい」という思いが込められています。「WE」は

Women's Empowerment の略で、ジェンダーの視点を大切にしながら、市民が力をつ

けて社会を創造していきたいと考えています。 

 環境破壊・貧困・人権など、世界で起きているさまざまな問題は、私たちの暮らしと深

くつながっています。このような問題について知り、考え、行動していける人が増えて

いくことが、世界の幸せにつながっていきます。新聞やテレビなどの報道だけでは伝わ

らない、そこに暮らす人びとの思いを知り、抱えている課題などについて、一緒に考え

てみませんか？                                                 〜HPより抜粋〜 


